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友部フェニックス 野球スポーツ少年団
野球を楽しむ第 20 回
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1
9
8
7
年
に
創
設
し
、中
学
・
高
校
等
将
来
に
つ
な
が
る
選
手
の
育
成
の

た
め
投
げ
る
・
打
つ
・
捕
る
・
走
る
等
野
球
の
基
本
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、礼
儀
正
し
く
元
気
に
挨
拶
す
る
こ
と
・
相
手
に
対
す
る
思
い
や
り
の

心
・
自
分
を
支
え
て
く
れ
る
多
く
の
方
に
感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
等
も
指

導
し
て
い
ま
す
。

団
の
P
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現
在
、１
年
生
か
ら
５
年
生
の
女
子
2
名
を
含
め
た
野
球
の
大
好
き
な
19
名

が
、元
気
に
仲
良
く
楽
し
く
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
先
輩
に
は
、甲
子
園
を
目
指
す
高
校
球
児
や
大
学
で
プ
レ
ー
す
る
選
手
も
い

て
、茨
城
ア
ス
ト
ロ
プ
ラ
ネ
ッ
ツ
の
矢
萩
投
手
や
、プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
畑
岡
奈
紗

さ
ん
も
当
団
の
先
輩
で
す
。

　
子
ど
も
達
に
は
大
き
な
夢
を
持
ち
、夢
に
向
か
っ
て
目
標
を
立
て
、自
主
性
を

も
っ
て
や
る
べ
き
こ
と
を
考
え
積
極
的
に
行
動
す
る
人
間
に
な
っ
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

　
野
球
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、ど
ん
な
に
苦
し
い
状
況
で
も
・
失
敗
し
て

も
・
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
で
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
乗
り
越
え
、チ
ー
ム
の
勝
利
の

た
め
プ
レ
ー
で
き
る
選
手
を
育
成
し
応
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
新
チ
ー
ム
は
４
・
５
年
生
で
6
名
と
厳
し
い
状
況
で
す
が
、自
分
自
身
を
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
さ
せ
仲
間
と
の
絆
を
深
め
て
、チ
ー
ム
の
勝
利
を
目
指
し
て
元
気
に
楽

し
く
プ
レ
ー
し
て
欲
し
い
で
す
。

競
技
の
魅
力

　
子
ど
も
達
の
全
力
の
ワ
ン
プ
レ
ー
・
ワ
ン
プ
レ
ー
、ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
全
力
投
球
、

バ
ッ
タ
ー
の
フ
ル
ス
イ
ン
グ
、野
手
の
ダ
イ
ビ
ン
グ
キ
ャ
ッ
チ
、走
者
の
全
力
疾
走
・

ヘ
ッ
ド
ス
ラ
イ
デ
ン
グ
　
e
t
c
が
沢
山
の
素
晴
ら
し
い
感
動
を
与
え
て
く
れ

ま
す
。プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
か
か
る
試
合
で
、強
豪
チ
ー
ム
に
選
手
が
無
心
で
全
員

が
力
を
出
し
切
り
勝
利
を
勝
ち
取
っ
た
時
の
喜
び
は
、最
高
で
す
！

白
球
か
ら
始
ま
る

　夢
へ
の
挑
戦
！

出
会
い・
ふ
れ
あ
い・
絆

　栄
冠
は
君
に
！

スポーツ少年団とは

青少年の健全育成のため、東京五輪（1964年）の2年前に
創設されました。同学年の子どもと同じ目標に向かって練習
したり、学年の違う子どもとも触れ合ったりできます。
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熱血少年少女応援部 ページ｜4C

熱血少年少女応援部

チームの特徴は？
明るく楽しく、最後まであきらめないで頑
張るチームです。

キャプテンとして心掛けていることは？
チームをまとめるために、元気づける声
や指示を出すことを心がけています。

目標を教えてください
県大会に出場して、優勝したいです。

たきた ゆうき

瀧田 優輝くん

　団員・育成会・指導者が三位一体と
なり、新型コロナウイルス感染症に負
けないで、元気に・明るく・楽しく活動
できるチームを目指します。
　初心者の方・女子の皆さん、友部フェ
ニックスで一緒に楽しく野球をしましょ
う！！ぜひ一度体験・見学にいらしてくだ
さい _(._.)_お待ちしています。

キャプテン

わたひき

綿引 団長代表指導者

活動拠点
岩間総合運動公園
北山グランド　他

練習日時
３年生以下
土・日曜 8時30分～13時
４・５・６年生
土・日曜・祝日 8時30分～16時

その他
合宿・プロ野球観戦（東京ドーム）
バーべキュ―
6年生送る会（紅白戦、親子対決）
6年生卒団旅行

綿引 TEL.090-3061-0577問

左から、滝田コーチ、坂内監督、大和田コーチ、綿引団長

スポーツ少年団に

密着インタビュー！
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コンデキ ページ｜4C

コンデキ

2021年新春講演会

　2021年オリンピックイヤーを記念し、「スポーツのチカラ」
で地域の活力を取り戻すため、元バドミントン日本代表選手
の潮田玲子さんによる新春講演会を開催しました。
　新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、Zoomによるウェ
ブでの開催となった今回、潮田さんは東京の事務所から「失
敗を成功に導くために～スポーツを通して学んだこと～」と
いう演題で画面を通してご講演いただきました。
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　交通安全、交通事故防止対策に活用してほしいと笠間地
区安全運転管理者協議会（岡野安次会長）から「ソーラー
式パト看板」が寄贈され、国道355号来栖地内で除幕式が
行われました。
　この看板は、通行車両に注意を促すことを目的とするもの
でタイマーにより赤色灯が点灯し、夜光塗料の効果により夜
間においてもパトカーの形がしっかりと確認できます。

除幕式に参加した皆さん
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交通安全・
交通事故防止を願って01

　笠間市福祉施設協働事業連絡協議会から笠間市立病院
へ、3万円の応援金をいただきました。
　“コロナ禍においても日々、地域医療を支える市立病院に
感謝を伝えるとともに、少しでも役に立つことができたら” と
いう想いで寄附をしてくださいました。ご厚意に感謝申し上
げます。

左から、協議会の室井副会長（フロイデ総合在宅サポートセンター友部）、大竹会長（ひ
まわり館）、石塚院長
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笠間市福祉施設協働事業
連絡協議会からの寄附02
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岩間ライオンズクラブ
からの寄附04

左から、岩間ライオンズクラブ吉見さん、成田会長、山口市長、藤井さん

　岩間ライオンズクラブから、コロナ禍で不安や困難が多い
中、少しでも役に立てていただければと、20万円の寄附を
いただきました。
　寄附金は基金へ積み立て、新型コロナウイルス感染症対
策のために活用させていただきます。ご厚意に感謝申し上
げます。

しおた れいこ


